
エネルギー管理における
人員構成とその役割

この章では、STEP2として、エネルギー管理の際に必要
な人員構成とその役割を整理していきます。会社全体で
エネルギーを管理するためのルールを理解しましょう。

第 ４ 章



特定事業者のエネルギー管理体制とは？

事業者（会社等）全体

各事業所（工場、店舗、施設等）

エネルギー管理統括者
経営的視点を持ち、エネルギー管理に関する
会社の方針を決める。
会社では役員クラスが想定される。

エネルギー管理企画推進者
管理統括者を実務面で補佐する。
エネルギー管理に関して会社全体に指示が
できる。
エネルギー管理士資格の保持もしくはエネ
ルギー管理講習の受講が必須。

エネルギー管理者
第一種指定工場の場合に選任する。
エネルギー管理士資格の保持が必須。

エネルギー管理員
第二種指定工場の場合に選任する。
エネルギー管理講習の受講が必須。



エネルギー管理体制のイメージ

Ａ事業体（会社等の法人）の場合

エネルギー管理
企画推進者

エネルギー管理
統括者

C店舗（第二種指定工場）

B工場（第一種指定工場）

D工場（未指定）

エネルギー管理者を選任

エネルギー管理員を選任

選任の必要なし
ただし、エネルギー管理の担当者を設定



省エネの推進…

特定の部署や従業員が単独で

実施するのではなく、事業者全

体で自分事として取り組む。

エネルギー管理で重要なPDCAサイクル

ハード面
省エネ設備・機器の入替
高効率プロセス など

ソフト面
組織体制や管理規程の

設定・運用
人材配置・教育 など

Plan

Do

Check

Action

PDCAを回すために必要な基準 ＝ 管理標準 第5章で解説

両輪が必要



ハード面・ソフト面を整備できるポジション

ハード面
省エネ設備・機器
高効率プロセス など

ソフト面
組織体制や管理規程の設定・運用

人材配置・教育 など

実行できるのは、組織のトップマネジメントのポジション

エネルギー管理統括者 エネルギー管理企画推進者

資金が必要 会社全体の体制や
規定の見直しが必要



⚫ エネルギー管理指定工場のエネルギー管理を担当する。

⚫ 責任者、従業員等、工場全体のエネルギー管理意識向上を

図る。

⚫ 本社のエネルギー管理企画推進者と連携、情報交換する。

エネルギー管理者・エネルギー管理員の役割

エネルギー管理担当者任せにしないこと！



エネルギー管理統括者等の選任数

省エネ法の手引きP7より引用
▶shoene_tebiki_01.pdf (meti.go.jp)

製造業5業種以外の第一種指定工場には
エネルギー管理員を選任

一部製造業の規模によって、
エネルギー管理者が複数必要

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/media/data/shoene_tebiki_01.pdf


エネルギー管理士資格とエネルギー管理講習

エネルギー管理士
工場、建築物および機械器具についてのエネルギーの使用の合理化に関する所
要の措置その他エネルギーの使用の合理化を総合的に進めるために必要な知識
を有し、措置を講ずることができる者。
かつての熱管理士と電気管理士の資格が一体化した国家資格である。

エネルギー管理講習
年2回（上期・下期）実施される、誰でも受講可能な講習。集合（全国各地域）型
とオンライン型がある。
平成18年度以降に「新規講習」を修了した者は、更新・再受講不要。講習修了証
に記載される「講習番号」をエネルギー管理企画推進者（管理員）選任届に記載
することが必須である。



エネルギー管理に関する届出書

エネルギー管理統括者・

エネルギー管理企画推進者 選任・解任届出書

エネルギー管理統括者およびエネルギー管理企画
推進者を選任・解任する際に、管轄の経済産業局に
提出する書類。

1通で管理統括者と管理企画推進者の両方の
選任・解任が可能。
選任後、最初の7月末までに所管する経済産業
局に提出する。
※部署異動、退職等の理由により、選任・解任が生じた
場合は、7月末を待たず、その都度提出する。



エネルギー管理に関する届出書

管理者の免状番号・管理員の講習修了番号は
記載必須。
講習受講後の場合は、修了証の取得日以降の
日を選任日とする。



エネルギー管理に関する届出書

エネルギー管理者・エネルギー管理員

選任・解任届出書

エネルギー管理者およびエネルギー管理員を選任・
解任する際に、管轄の経済産業局に提出する書類。

選任後、最初の7月末までに所管する経済産業
局に提出する。
※部署異動、退職等の理由により、選任・解任が生じた
場合は、7月末を待たず、その都度提出する。



エネルギー管理に関する届出書

管理者・管理員が所属する工場の情報を記載
する。

管理者の免状番号・管理員の講習修了番号は
記載必須。
講習受講後の場合は、修了証の取得日以降の
日を選任日とする。



⚫ 特定事業者はエネルギー管理を実行する役割を担う人員を

選任しなければならない。

⚫ エネルギー管理のためには、PDCAサイクルを好循環させる

ことが重要である。

⚫ 各役割を選任・解任する届出書には、エネルギー管理士免

状番号またはエネルギー管理講習修了番号の記載が必要

である。

第４章 まとめ



熱管理士の資格を有する人物をエネルギー管理者として選任

した。

確認問題 Q1

A． 正しい

B． 誤り

解説

選任するエネルギー管理者は、エネルギー管理士の資格を有している必要がある。
エネルギー管理士は、旧熱管理士と電気管理士の両方を取得していることと同義となる
資格であり、熱管理士の資格保持だけでは不十分である。

正解は「B． 誤り」



エネルギー管理指定工場に指定されていない工場には、

エネルギー管理員を選任しなかった。

確認問題 Q2

A． 正しい

B． 誤り 正解は「A． 正しい」

解説

エネルギー管理員を選任する必要はない。
ただし、適切にエネルギー管理をしていく必要はあるため、エネルギー管理担当者を設定
しておくと良い。



ご視聴ありがとうございました

第 ５ 章

エネルギー管理標準の設定
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